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はじめに

現在、川崎市における道路整備は、新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」におけ

る交通体系整備の方向性である「再生・活力」「安全・安心」「環境」の3つの基本的視

点を踏まえながら、客観的な指標などを用いて整備効果の高い箇所を選定することで整備

箇所の重点化を図るとともに、整備路線やその決定方法、整備効果などを公表することに

より、計画や目標を市民と行政が共有し、円滑で効率的・効果的な道路整備を推進するこ

とを目的とした「川崎市の道路整備プログラム」（平成20年3月策定）に基づき取り組

んでいます。

本プログラムは、平成２０年度から２６年度までの７年間における都市計画道路等の幹

線道路の整備計画をとりまとめたものですが、新総合計画「川崎再生フロンティアプラ

ン」の実行計画との連携を図り、社会経済環境の変化に的確に対応するため、下図のＰＤ

ＣＡサイクルにより、3年間程度で見直すこととしています。

今回、第2期実行計画期間にあたる前期3ヵ年（平成20年度から平成22年度）が終了

したことから、事業進捗状況や整備目標に対する効果の把握・検証を行い、平成23年度

からの後期4ヵ年（平成23年度から平成26年度）を対象として、本プログラムの見直し

を行いました。

今後も引き続き、本プログラムを通じ、より適正なまちづくりの誘導や促進を図るとと

もに、計画やその達成度を市民の方々と共有しながら、円滑で着実な道路整備を進め、ま

ちづくりの基本目標である『誰もがいきいきと心豊かに暮らせる持続可能な市民都市かわ

さき』の実現に向け、取り組んでまいります。
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道路整備プログラム見直しのフロー

道路整備計画の見直しAction

ＰＤＣＡサイクル

道路整備プログラムの策定（平成20年度～平成26年度）Plan

事業の進捗状況及び整備目標に対する効果の把握・検証Check

道路の整備推進Do

道路整備プログラム（後期）の策定

道路整備プログラム（平成20年度から平成26年度）の後期（平成23年度か
ら平成26年度）の実現に向け、平成22年度末における事業進捗を把握・検証し、
道路整備プログラムの見直しを行いました。

Plan



道路整備プログラム(後期4ヵ年に向けて)の概要

2

見直し時における背景・動向1

市内の幹線道路網の整備に際しては、社会経済環境や交通需要の変化、市を取り巻く国
の施策や新たな市民ニーズに対し、柔軟に対応しながら円滑かつ効果的に進めていくこと
が重要です。

市民生活及び経済活動を支える道路の整備には、多大な事業費と長い時間が必要であり、
公共事業を巡る国の状況や本市の財政状況がますます厳しさを増す中、整備効果が早期に
発現できる事業箇所の選択やより効果的な整備手法の確立などが必要となります。

道路整備における課題・方向性2

新総合計画第２期実行計画（平成20年度から平成22年度）の終了にあたり、本プログ
ラムにおける前期3ヵ年（平成20年度から平成22年度）の進捗状況などを把握・検証した
結果、基本的な道路整備の方向性や整備箇所などは継承し、整備時期の見直しを行い、整
備目標の達成に向けて進めていくことを、本プログラム後期４ヵ年（平成23年度から
平成26年度）に向けての取組として整理いたしました。

引き続き、計画や目標を市民と行政が共有することにより、円滑で効率的・効果的な
道路整備の推進を目指します。

また、本プログラムの次期改訂につきましては、厳しい財政事情にも対応できるような
実効性の高い効果的な整備手法も検討しながら、第３期実行計画の進捗状況や策定予定で
ある「総合都市交通計画」などと連携を図り、新たな総合計画における交通体系の視点を
踏まえ、策定していく予定です。

今後の道路整備に向けて4

平成20年度の策定時以降、米国に端を発した世界的な規模の経済危機は、本市の財政
状況にも大きな影響を与え、平成22年度の当初予算における市税収入は、これまでの緩
やかな増収傾向から、過去最大の減収へと大きく転換しました。

国において、地域主権改革に伴う権限移譲や一括交付金制度の議論が行われるなど、地
方自治体を取り巻く環境が変化を遂げる中、本市では、平成42年には約151万人のピー
クを迎えるなど、人口が引き続き増加し、自動車交通も人口の増加とともに微増傾向を
示すと想定されています。

平成２２年においては、羽田空港の「再拡張・国際化」、高速川崎縦貫線の殿町～大師
ＪＣＴ間の開通、川崎港を含む京浜3港の「国際コンテナ戦略港湾」の指定により、首都
圏における本市のポテンシャルがなお一層向上したところです。

また、「広域調和・地域連携型」のまちづくりを目指し、広域拠点である川崎駅、小杉
駅、新百合ヶ丘駅周辺地区や、新川崎・鹿島田駅、溝口駅、登戸駅周辺地区などの地域生
活拠点、殿町などの臨海都市拠点の整備を進めています。

さらに、都市計画道路等の幹線道路は着実に整備され、混雑箇所が緩和されるとともに、
死傷事故件数についても減少傾向となるなど、安全で快適な道路空間の整備が進んで
います。

道路整備プログラムに位置付けた整備対象箇所51工区に対しまして、平成22年度末時点
における前期3ヵ年の事業進捗状況を把握・検証した結果、国道409号（小杉）、（都）世
田谷町田（上麻生）など、7工区に着手し、また、（都）尻手黒川線（Ⅲ期）、（主）
世田谷町田（高石）など、12工区が完成しました。

なお、道路整備プログラムにおける計画と実行に差異が生じた理由については、用地交渉
の難航や関係機関調整などにより遅れが生じたことによるものです。

①道路整備の進捗状況
計 画（H20策定時） 実 行（H22末時点）

着 手 9工区 7工区

完 成 20工区 12工区

継 続 17工区 25工区

②整備目標に対する達成状況
平成26年度の目標値に対する平成21年度末の中間値を目安として設定し、実績値と比較

した結果、「整備目標と達成状況」（Ｐ８、Ｐ９）のとおりの結果となりました。
⇒ 成果指標10項目中7項目について、概ね目標を達成

前期3ヵ年【H20～H22】の進捗状況3

①対象事業
川崎市が管理する都市計画道路と一般国道、県道及び市道のうち主要地方道に指定された

幹線道路に関わる道路整備を対象としています。
ただし、都市計画道路のうち区画街路及び特殊街路は対象路線から除くとともに、土地区画整理事業や市街地再開発事

業による道路整備や連続立体交差事業は評価対象から除きます。

②対象期間
目標年次は、新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」の目標年次である平成26年度

とし、平成20年度から平成26年度までの7年間を対象期間としています。

道路整備プログラムの対象事業・期間5

3

高速川崎縦貫線の開通により首都高横羽線と湾岸線が
結ばれ、川崎市街から羽田空港や東京湾アクアライン
（千葉方面）への利便性が向上しました。また、一般
道路の環境負荷も軽減されました。

高速川崎縦貫線の開通

高速川崎縦貫線 大師ジャンクション
（写真提供：首都高速道路株式会社）
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全国的には人口減少が問題になっていますが、川

崎市の人口は向こう20年間は増加傾向と予測されて
います。くらしに関わる自動車交通もしばらくの間
は増えると予想されます。

出典：第３期実行計画の策定に向けた将来人口推計について
（川崎市 平成２２年）

将来人口

将来推計値
150.8万人

（平成４２年）



道路整備プログラムの基本的な考え方

※定量的な評価

平均走行速度、渋滞損失時間、死
傷事故率、歩道整備率など、定量
的（数量的）指標による評価。

※定性的な評価
高速ICアクセス路該当の有無、緊
急輸送路指定の有無など、定性的
（「あり」・「なし」など質的）
指標による評価。

再生・活力
をめざした

交通体系の整備

安全・安心・快適
な交通環境の整備

環 境
に配慮した

交通施策の推進

●交通機能
◇高速ＩＣアクセス支援
◇道路ネットワーク構築

●まちづくり促進機能
◇都市拠点形成
◇交通結節点整備

●交通安全機能
◇あんしん歩行エリア支援
◇学校等教育施設支援
◇自転車事故抑制
◇踏切対策推進

●防災機能
◇緊急輸送路整備・

地域防災拠点アクセス
◇高度医療施設アクセス支援

●都市環境改善
◇緑化推進重点地区支援

●公共交通支援
◇バス路線支援

●交通機能
◇混雑時平均走行速度
◇都市計画道路進捗率

●まちづくり促進機能
◇拠点地区内の幹線道路整備率
◇駅前広場の整備箇所数

●交通安全機能
◇死傷事故率
◇無電柱化整備済み延長

●防災機能
◇緊急輸送路の整備率
◇耐震対策済み橋りょう数

●沿道環境の改善
◇低騒音舗装の整備延長

●都市環境の改善
◇道路緑化延長

新総合計画の
交通体系整備の視点

整備路線の評価指標

整備目標の設定項目定性的な評価※

事業性による評価

◇他事業との関連
◇隣接自治体など関係機関との連携
◇事業の継続性
◇事業熟度

●交通渋滞
◇最低走行速度
◇12時間平均走行速度
◇渋滞損失時間

●交通事故

◇死傷事故率

◇歩道整備率

●交通環境
◇大気負荷量
（CO2、NOX、SPM）

定量的な評価※

整備優先路線の選定に
あたっては、フローに従
い、路線の客観的な評価
を行った上で、選定を
行っています。

川崎市内の道路

（約2,500km）

※都市計画道路 約307km

対象路線の抽出

道路整備プログラム対象路線
（約）269km

定性的指標に基づく評価

対象期間における整備優先路線

（20路線 52工区 約25km）

効 率 的 ・ 効 果 的 な
まちづくりに向けた
基幹的交通網の整備

都市計画

道路網の

見直し

路線の選定

連携

事業性による評価

行財政改革に基づく
事業費フレーム

定量的指標に基づく評価

特に改善を
要する路線

新総合計画と連携した
道路整備の進行管理

3 目標が共有できる計画づくり

2 実効性の高い計画づくり

1 指標に基づく計画づくり

３つの基本的な視点については、各々に計画期間内の目標を極力具体的に設定するとともに、新総合計画と連携した進行管理を導入することにより、計
画やその達成度を市民と行政が共有できるように配慮しました。

整備路線の最終決定においては、都市計画道路の見直し状況や関連事業との連携、継続性や事業実施による地域への影響など「事業性の担保」も考慮し、
可能な限り実効性の高い計画となるよう配慮しました。

効率的・効果的な道路整備を推進するため、新総合計画における「交通体系整備」に基づき、｢再生・活力｣、｢安全・安心｣、｢環境｣の３つの基本的な視
点に則して指標を設定し、総合評価により整備路線を決定しました。また、客観的な指標である「渋滞」と「事故」については、特に改善を要する箇所に
ついて優先的に整備を進めることとしました。

54

道路整備プログラムのフロー道路整備プログラムの評価指標と整備目標

実効性を考慮した事業区間の設定

事業区間については、評価区間
に必ずしも一致させるのではな
く、評価区間外の交差点の周辺
も一体として扱うなど、より実
効性が高くなるように区間を設
定しました。

工 区工 区

評価区間



新百合ヶ丘駅周辺地区

川崎駅周辺地区

小杉駅周辺地区

新川崎・鹿島田駅
周辺地区

宮前平・鷺沼駅
周辺地区

溝口駅周辺地区登戸・向ヶ丘遊園駅
周辺地区

浜川崎駅周辺地域

川崎殿町・大師河原地域

※上図の整備計画は、社会経済環境や事業の進捗状況等により、変更となる可能性があります。

12工区が完成、7工区に新規着手
(都)尻手黒川線（Ⅲ期）や(主)世田谷町田（高石）など、12工区が完成しました。拠点地区における混雑

の緩和や、移動性・安全性の向上、また、沿道の植樹や低騒音舗装の敷設により、環境にも配慮した道路を
整備しました。

しかし、計画策定当初、20工区の完成を予定しておりましたが、このうち、用地取得の交渉難航などに
より、遅延した8工区につきましては、引き続き事業を推進していきます。

また、国道409号（小杉）や(都)世田谷町田線（上麻生）など、7工区において新規に事業着手しました。
計画策定当初には9工区の着手を予定しておりましたが、関連事業及び関係機関との調整により2工区が
未着手となりました。

※土地区画整理事業や市街地再開発事業による道路整備や連続立体交差事業は除く。

尻手黒川線(Ⅲ期)が平成22年10月に開通

整備効果

■拠点地区の混雑の緩和
尻手黒川線(Ⅲ期)開通区間には、平日・休日と

もに約6,000台/12時間もの自動車が通行して
おり、新百合ヶ丘駅周辺を通過する交通が分散
さ れ 、 駅 周 辺 の混雑の緩和が図れました。

■移動性が向上
片平2丁目交差点から山口台南側交差点までの

所要時間が、開通前約9分から開通後約2分に短
縮され、麻生区及びその周辺における東京方面
や高速道路へのアクセス性が向上しました。

整備箇所一覧前期3ヵ年【H20～H22】の進捗状況

道路整備プログラム 前期整備路線（平成20年度～平成22年度）

※1 路線名は事業種別を表します。(都)○○線は「街路事業」、国道○○号・
( 主 ) ○ ○ ・ ( 県 ) ○ ○ ・ 市 道 ○ ○ 線 は 「 道 路 事 業 」 に 該 当 し ま す 。

※2 土地区画整理事業や市街地再開発事業による道路整備や連続立体交差事業は除く。

整備効果の事例（尻手黒川線(Ⅲ期)）

(都
)世

田谷町田線

小田急小田原線

（後期着手）

（後期着手）

（後期着手）

（後期着手）

（後期着手）

（後期着手）

（後期着手）

継続

国道４０９号22-2

継続溝口駅南口駅前広場24

完成完成王禅寺市道麻生６号線54

着手着手下麻生（主）横浜上麻生53

（後期着手）柿生陸橋（主）横浜上麻生52

継続完成片平（県）上麻生連光寺51

継続完成細山（県）稲城読売ランド前停車場50

着手・完成着手・完成新三輪橋交差点（主）横浜上麻生49

継続継続王禅寺（都）野川柿生線48

着手着手上麻生（都）世田谷町田線47

継続継続片平（都）世田谷町田線46

継続継続万福寺（都）世田谷町田線45

完成完成高石（主）世田谷町田44

着手着手下麻生（都）菅早野線43

継続完成白山（都）菅早野線42

着手着手Ⅳ期（都）尻手黒川線41

完成完成Ⅲ期（都）尻手黒川線40

継続継続柿生駅南口（都）柿生町田線39

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸駅線g

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸野川線f

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸３号線e

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸２号線d

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸１号線c

完成完成登戸駅前市道小杉菅線38

継続継続東三田（主）横浜生田37

継続継続枡形・生田（主）川崎府中36

完成完成東生田（都）向ヶ丘遊園駅菅生線35

継続完成多摩沿線（都）登戸２号線34

完成完成Ⅱ期（都）中野島生田線33

（後期着手）生田（都）世田谷町田線32

継続継続登戸（都）世田谷町田線31

完成完成多摩（都）鹿島田菅線30

完成完成菅生（主）横浜生田29

―着手水沢（主）横浜生田28

継続完成白井坂（都）向ヶ丘遊園駅菅生線27

継続継続野川市道宮前６号線26

（後期着手）野川(宮前区)（都）丸子中山茅ヶ崎線25

（後期着手）野川(高津区)（主）丸子中山茅ヶ崎23

（後期着手）北見方

完成完成二子国道４０９号22-1

継続完成子母口（都）宮内新横浜線21

（後期着手）全線（都）溝ノ口線20

継続継続蟻山坂（都）丸子中山茅ヶ崎線19

継続継続久本（都）野川柿生線18

完成完成
武蔵小杉駅前グランド
地区開発事業（都）武蔵小杉駅南口線b

（後期着手）小杉御殿町国道４０９号17

着手着手小杉国道４０９号16

継続継続市ノ坪国道４０９号15

着手着手宮内（都）宮内新横浜線14

継続継続小杉御殿町（都）丸子中山茅ヶ崎線13

継続継続木月（都）東京丸子横浜線12

継続継続市ノ坪（都）東京丸子横浜線11

完成完成中原（都）小杉菅線10

継続完成Ⅰ期（都）苅宿小田中線9

―着手Ⅱ期（都）苅宿小田中線8

継続継続Ⅲ期（都）苅宿小田中線7

着手着手
鹿島田駅西部地区
第一種市街地再開発事業（都）古市場矢上線a

調査中調査中尻手駅～武蔵小杉駅JR南武線連続立体交差事業6

継続継続京急川崎駅-東門前駅京急大師線立体交差事業5

継続完成東門前駅-小島新田駅京急大師線立体交差事業4

継続継続（都）大師駅前線3

継続完成南渡田（県）扇町川崎停車場2

完成完成浜町（都）川崎駅扇町線1

実行
当初計画
策定時

前期(H20～H22)

工区名路線名No

凡 例
【連続立体交差事業】【道路整備事業】 【拠点開発による道路整備】

調査中

継続事業

期間内完成

整備済 （プログラム対象）

（アルファベットで表示）

広域拠点

地域生活拠点

臨海都市拠点

整備済

事業中
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整備後

東
名

高
速

道
路

一
般
県
道
上
麻
生
連
光
寺

都市計画道路世田谷町田線

都市計画道路尻手黒川線

開通区間（延長約６８０m）

小田急線

東名川崎インター

新百合ヶ丘駅

都市計画道路万福寺王禅寺線

片平2丁目

交差点
山口台南側交差点

尻手黒川線

町
田
線

開通
区間

世
田
谷 新百合ヶ丘駅

万福寺王禅寺線

新規着手

継続事業

期間内完成

整備済
（プログラム対象）

新規着手



整備目標と達成状況
道路整備プログラムは、達成度を市民に分かりやすくお知らせする指標として、以下の10の成果指標を選び、それぞれに平成26年度末までの目標値を定めています。

今回は目標値に対する平成21年度末の中間値を目安として設定し、実績と比較・検証しました。引き続き、目標達成に向けて取り組んでまいります。

達成状況

着実に事業が進捗しました。
引き続き、緑の創出や環境
負荷の軽減に努めてまいり
ます。

着実に事業が進捗しました。
引き続き、騒音対策に取り
組み、沿道環境の改善に努
めてまいります。

着実に事業が進捗しました。
引き続き、橋りょうの耐震
対策を図ってまいります。

着実に事業が進捗しました。
引き続き、災害時の活動を
支える緊急輸送路の整備に
努めてまいります。

安全で快適な歩行空間の整
備が進みました。引き続き、
無電柱化の推進に努めてま
いります。

引き続き、死傷事故の減少
に努めてまいります。

事業が順調に進捗しました。
引き続き、駅への利便性の
向上を図ってまいります。

現在、事業中の工区が多く、
実績が上がりませんでした
が、交通の分散や移動の円
滑化など、早期に事業効果
を発現できるように、引き
続き、拠点関連道路等の整
備を進めてまいります。

事業が順調に進捗しました。
引き続き、都市を支える都
市計画道路等の整備を進め
てまいります。

調査中

3-2

3-1

2-4

2-3

2-2

2-1

1-4

1-3

1-2

1-1

平成21年度末時点の状況 ※1-1は平成22年度時点

122㎞
（46％）

85㎞

（32％）
※H21年度末現在

86㎞
（32％）

※H21年度末中間値

65㎞
（24％）

※H18年度末現在

車道に低騒音舗装を実施した道路延
長
※カッコ内の数値は、市が管理する幹線道路延長
(269km)に対する低騒音舗装整備済延長の割合

低騒音舗装の

整備延長

環境
に配慮した

交通施策推進

3
71㎞

（49％）
※H21年度末中間値

75橋
（60％）

※H21年度末の耐震補強工事
年度計画目標値

82％
※H21年度末中間値

45㎞
（81％）

※H21年度末中間値

206
件／億台キロ
※H21年度末中間値

10広場
/17広場

※H21年度末中間値

川崎駅 100％
小杉駅 63％
溝口駅 72％
登戸駅 63％
新百合ヶ丘駅 80％

※H21年度末中間値

65％
※H21年度末中間値

20.9
Km/h

※H22年中間値

中間値

70㎞

（49％）
※H21年度末現在

73橋

（59％）
※H21年度末現在

81％
※H21年度末現在

42㎞

（78％）
※H21年度末現在

136
件/億台キロ

※H２１年度事故件数とH17年度道路
交通センサス交通量により算出

10広場
/17広場

※H21年度末現在

川崎駅 100％
小杉駅 54％
溝口駅 68.1％
登戸駅 57％
新百合ヶ丘駅 70％

※H21年度末現在

65％

※H21年度末現在

調査中
（H23年6月以降に発表予定）

実績

69％63％
※H18年度末現在

都市計画道路の計画延長(307km)
に対する整備済延長の割合

都市計画道路

進捗率

21.7
Km/h

19.7
Km/h

※H17年度道路交通センサス値

混雑時（朝夕のピーク時など）の道
路を、自動車で移動する場合の平均
走行速度指標では、道路交通センサ
スで定義される「一般道路」を対象

混雑時

平均走行速度

再生

活力
を目指した

交通体系の整備

1

78㎞
（54％）

66㎞
（46％）

※H17年度道路交通センサス実測値

植樹帯の設置などにより街路樹を植
栽している幹線道路の延長
指標では、道路交通センサス対象路
線の市が管理する一般道路(143km)
を対象
※カッコ内の数値は、対象路線延長に対する緑化

延長の割合

道路緑化延長

86％79％
※H18年度末現在

緊急輸送路に指定された都市計画道
路の計画延長(202km)に対する
整備済延長の割合

緊急輸送路

の整備率

200
件／億台キロ

208
件／億台キロ

※H16年事故件数とH17年度道路交通
センサス交通量により算出

道路交通に関わる死傷事故の発生確
率で、1万台の車が1万km走行した
場合（1億台キロあたり）の死傷
事故の件数

死傷事故率

安全

安心

快適
な交通環境の整備

2

川崎駅 100％
小杉駅 79％
溝口駅 79％
登戸駅 73％
新百合ヶ丘駅 96％

川崎駅 100％
小杉駅 54％
溝口駅 67.8％
登戸駅 57％
新百合ヶ丘駅 70％

※H18年度末現在

市内都市拠点における1km圏内の
都市計画道路の計画延長に対する
整備済延長の割合

拠点地区内の

幹線道路整備率

124橋
（100％）

46橋
（37％）

※H19年度末現在

橋脚の補強や落橋防止装置の設置な
ど耐震対策を実施した橋りょう数
※カッコ内の数値は、耐震対策が必要な橋りょう

に対する対策済橋りょうの割合

耐震対策済み

橋りょう数

53㎞
（94％）

40㎞
（74％）

※H18年度末現在

電線類の地中化などにより道路の無
電柱化を実施した延長
※カッコ内の数値はこれまでの無電柱化の計画延

長に対する無電柱化延長の割合

無電柱化延長

13広場
/17広場

8広場
/17広場

※H19年4月現在

都市計画決定された交通広場の整備
済箇所数

駅前広場の

整備箇所数

平成26年度

目標値
現況値
※計画策定時

指標の内容成果指標交通体系整備の視点

※中間値は、目標値に対する直線補完により算出しました。
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後期4ヵ年【H23～H26】の道路整備

道路整備プログラム 後期整備路線（平成23年度～平成26年度）

整備箇所一覧

後期は19工区が完成、9工区に新規着手
ＰＤＣＡサイクルによる前期3ヵ年の事業進捗状況や、整備目標に対する

効果の把握・検証を行った結果、道路整備の方向性・整備箇所などは継承
し、整備時期の見直しを行いました。

計画策定当初には15工区の完成を予定しておりましたが、19工区の完
成を見込んでおります。また、着手につきましては、6工区から9工区と
しました。

事業実施においては、昨今の厳しい社会情勢の中、有効な交付金制度の
活用や効率的な事業執行体制を活かしながら、最大限の効果発現が可能と
なるように各工区における事業費配分などを考慮して、効果的な道路整備
の実現に向けて取り組んでまいります。

※土地区画整理事業や市街地再開発事業による道路整備や連続立体交差事業は除く。

整備対象路線
原則として、当初計画において後期に対象となっていた路線と、前期期

間に着手及び完成しなかった路線としています。

1

2

道路整備の方向性
拠点地区における駅周辺などの適切な交通誘導や、混雑して

いる市北部の交通の円滑化など、計画策定当初の道路整備の方
向性を継承して、引き続き、目標達成に向け取り組んでまいり
ます。

①整備箇所の重点化
H19末現在38箇所 ⇒ 30箇所／後期各年平均

②拠点開発を支援する幹線道路の整備
小杉・溝口・登戸・新百合ヶ丘駅周辺の幹線道路

⇒ 後期期間で概ね完成

③比較的遅れている市北部幹線道路網の構築
市北部進捗率（多摩区・麻生区）47％ ⇒ 58％
※平成21年度末時点 51%

3

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

（前期完成）

国道４０９号22-2

完成完成溝口駅南口駅前広場24

（前期完成）王禅寺市道麻生６号線54

継続継続下麻生（主）横浜上麻生53

着手着手柿生陸橋（主）横浜上麻生52

完成―片平（県）上麻生連光寺51

完成―細山（県）稲城読売ランド前停車場50

（前期完成）新三輪橋交差点（主）横浜上麻生49

完成完成王禅寺（都）野川柿生線48

継続継続上麻生（都）世田谷町田線47

完成完成片平（都）世田谷町田線46

完成完成万福寺（都）世田谷町田線45

（前期完成）高石（主）世田谷町田44

継続継続下麻生（都）菅早野線43

完成―白山（都）菅早野線42

継続継続Ⅳ期（都）尻手黒川線41

（前期完成）Ⅲ期（都）尻手黒川線40

完成完成柿生駅南口（都）柿生町田線39

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸駅線g

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸野川線f

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸３号線e

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸２号線d

継続継続登戸土地区画整理事業（都）登戸１号線c

（前期完成）登戸駅前市道小杉菅線38

継続継続東三田（主）横浜生田37

継続継続枡形・生田（主）川崎府中36

（前期完成）東生田（都）向ヶ丘遊園駅菅生線35

完成―多摩沿線（都）登戸２号線34

（前期完成）Ⅱ期（都）中野島生田線33

着手着手生田（都）世田谷町田線32

継続完成登戸（都）世田谷町田線31

（前期完成）多摩（都）鹿島田菅線30

（前期完成）菅生（主）横浜生田29

着手・完成完成水沢（主）横浜生田28

完成―白井坂（都）向ヶ丘遊園駅菅生線27

継続完成野川市道宮前６号線26

着手着手野川(宮前区)（都）丸子中山茅ヶ崎線25

着手着手野川(高津区)（主）丸子中山茅ヶ崎23

着手―北見方

（前期完成）二子国道４０９号22-1

完成―子母口（都）宮内新横浜線21

着手着手全線（都）溝ノ口線20

継続完成蟻山坂（都）丸子中山茅ヶ崎線19

継続完成久本（都）野川柿生線18

（前期完成）
武蔵小杉駅前グランド
地区開発事業（都）武蔵小杉駅南口線b

着手着手小杉御殿町国道４０９号17

継続継続小杉国道４０９号16

完成完成市ノ坪国道４０９号15

継続継続宮内（都）宮内新横浜線14

完成完成小杉御殿町（都）丸子中山茅ヶ崎線13

完成完成木月（都）東京丸子横浜線12

完成完成市ノ坪（都）東京丸子横浜線11

（前期完成）中原（都）小杉菅線10

完成―Ⅰ期（都）苅宿小田中線9

着手継続Ⅱ期（都）苅宿小田中線8

完成完成Ⅲ期（都）苅宿小田中線7

完成完成
鹿島田駅西部地区
第一種市街地再開発事業（都）古市場矢上線a

調査中調査中尻手駅～武蔵小杉駅JR南武線連続立体交差事業6

継続継続京急川崎駅-東門前駅京急大師線立体交差事業5

完成―東門前駅-小島新田駅京急大師線立体交差事業4

継続継続（都）大師駅前線3

完成―南渡田（県）扇町川崎停車場2

（前期完成）浜町（都）川崎駅扇町線1

現計画
当初計画
策定時

後期(H23～H26)

工区名路線名No

※1 路線名は事業種別を表します。(都)○○線は「街路事業」、国道○○号・
(主)○○・(県)○○・市道○○線は「道路事業」に該当します。

※2 土地区画整理事業や市街地再開発事業による道路整備や連続立体交差事業は除く。
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※上図の整備計画は、社会経済環境や事業の進捗状況等により、変更となる可能性があります。

新百合ヶ丘駅周辺地区

川崎駅周辺地区

小杉駅周辺地区

新川崎・鹿島田駅
周辺地区

宮前平・鷺沼駅
周辺地区

溝口駅周辺地区登戸・向ヶ丘遊園駅
周辺地区

浜川崎駅周辺地域

川崎殿町・大師河原地域

凡 例
【連続立体交差事業】【道路整備事業】 【拠点開発による道路整備】

調査中

継続事業

期間内完成

整備済

新規着手

継続事業

期間内完成

整備済
（プログラム対象）

（プログラム対象）

（アルファベットで表示）

広域拠点

地域生活拠点

臨海都市拠点

整備済

事業中

新規着手
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60%

64%
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67%
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73%
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82%

86%

91%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

さいたま市

浜松市

静岡市

横浜市

東京都区部

新潟市

仙台市

京都市

川崎市

北九州市

千葉市

広島市

堺市

福岡市

大阪市

神戸市

名古屋市

札幌市

川崎市

川崎市の都市計画道路整備済延長の推移

出典：川崎市資料（H21年度末現在）

大都市の都市計画道路整備率

出典：都市計画現況調査（国土交通省）H21年3月現在

平成22年4月
都市計画道路整備済
延長＝約199Km

29. 4 29. 1
26.6 25.6 24 .7 24 .6 24.6 23. 9

16 .8
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18.0 17.9
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京
都
市

仙
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市

千
葉
市

広
島
市

北
九
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市

札
幌
市

横
浜
市

名
古
屋
市

川
崎
市

福
岡
市

さ
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た
ま
市

東
京
都
区
部

大
阪
市

大都市平均 22.0km/h

全国平均 34.3km/h

川
崎
市

成果指標1（1） 再生・活力を目指した交通体系の整備

（区別）実績値
川崎区 72％
幸 区 62％
中原区 61％
高津区 60％
宮前区 86％
多摩区 49％
麻生区 52％

1-1 自動車の走行速度を向上させます

・効率的な都市経済活動を行うためには、都市拠点周辺や臨海部を中心に走行速度の改善に向
けた取組みが課題となっています。

・効率的・効果的な道路整備を推進し、幹線道路の交通円滑化を図ります。

成果指標1-2 都市計画道路進捗率※

63％ 69％

H26年度目標値H18年度当初値

1-2 都市計画道路の進捗率を向上させます

・比較的整備の遅れている市北部の幹線道路網について、効率的な整備が必要です。
・整備箇所の重点化による事業のスピードアップを図り、整備効果の早期発現と都市計画道路

進捗率の向上を目指します。

（区別）
川崎区 72％
幸 区 62％
中原区 60％
高津区 60％
宮前区 84％
多摩区 48％
麻生区 47％

（区別）
川崎区 72％
幸 区 64％
中原区 70％
高津区 66％
宮前区 88％
多摩区 54％
麻生区 63％

・都市計画道路の整備率は、麻生区で約5％、市全体で約2％進捗し、中間値を達成しました。

※都市計画道路の計画延長（307km）
に対する整備済延長の割合

H21年度

成果指標1-1 混雑時平均走行速度

19.7km/h

20.9km/h

H22年度H18年度当初値

H17年度道路交通センサス値

21.7km/h

H26年度目標値
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No.33 (都)中野島生田線(Ⅱ期)

65％

調査中
中
間
値

実
績
値 65％

中
間
値

実
績
値

平成22年度までの達成状況
平成21年度末までの達成状況

課題・取組みの方向性
課題・取組みの方向性

（H23年6月以降に発表予定）

現状
・市内幹線道路の朝夕ピーク時の自動車走行

速度は、大都市平均を下回っています。
・商業、業務等の機能が集積する都市拠点周

辺や産業が集積する臨海部において、特に
走行速度の低下がみられます。

湾岸線横羽線

第三京浜東名高速

1
ROUTE

1
ROUTE

15
ROUTE

15
ROUTE

409
ROUTE

409
ROUTE

246
ROUTE

246
ROUTE

湾岸線横羽線

第三京浜東名高速

1
ROUTE

1
ROUTE

15
ROUTE

15
ROUTE

409
ROUTE

409
ROUTE

246
ROUTE

246
ROUTE

川崎駅

(主
)東

京
大
師
横
浜

（産
業
道
路
）

(主
)東

京
丸
子
横
浜

（
綱
島
街
道
）

武蔵小杉駅

溝口駅

登戸駅

新百合ヶ丘駅

(主
)世
田
谷
町
田

（津
久
井
道
）

(主)川崎府中（府中街道）

川崎駅

(主
)東

京
大
師
横
浜

（産
業
道
路
）

(主
)東

京
丸
子
横
浜

（
綱
島
街
道
）

武蔵小杉駅

溝口駅

登戸駅

新百合ヶ丘駅

(主
)世
田
谷
町
田

（津
久
井
道
）

(主)川崎府中（府中街道）

市内幹線道路（市管理道路）の最低走行速度

出典：H18年川崎市調査

凡 例

10km/h未満

15km/h未満

20km/h未満

20km/h以上

凡 例

10km/h未満

15km/h未満

20km/h未満

20km/h以上

現状
・川崎市の都市計画道路の整備状況は、他の大都市と比べ低い水準にあります。
・市内では、市北部の多摩区や麻生区において、都市計画道路の整備が遅れています。

出典：H17年度道路交通センサス

大都市の一般道路走行速度

H18年度
末現在 H21年度末現在

整
備
事
例

整
備
事
例

道路の拡幅と
あわせて、歩道
が整備されたこ
とにより、中野
島駅周辺におい
て歩行者や自転
車が安全で快適
に通行できるよ
うになりました。

No.1 (都)川崎駅扇町線(浜町)

4車線から6車
線に拡幅整備され、
移 動 性 が 向 上
しました。

また、No.2(県)
扇町川崎停車場(南
渡田)の整備により、
車 の 移 動 性 が 、
よ り 一 層 向 上
します。

No.29 横浜生田(菅生)

整備前 整備後

道路の拡幅に伴い、
交差点部の右折レー
ンやバスベイ（停車
帯）の設置などによ
り、道路の円滑な通
行環境を確保して、
車の移動性が向上し
ました。

平
日
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度

（ｋｍ/ｈ）



番号 駅名 鉄道名 整備状況
1 川崎大師駅 京浜急行大師線 未整備
2 川崎駅（東口） 東海道本線 整備済
3 川崎駅（西口） 東海道本線 整備済
4 川崎駅（西口第1） 東海道本線 整備済
5 鹿島田駅（西口第1） 南武線 未整備
6 武蔵小杉駅 南武線・東急東横線 整備済
7 武蔵小杉駅（南口） 南武線・東急東横線 未整備
8 武蔵溝ノ口駅（北口） 南武線・東急田園都市線 整備済
9 武蔵溝ノ口駅（南口） 南武線・東急田園都市線 未整備

10 登戸駅（北口） 南武線・小田急小田原線 整備済
11 登戸駅（南口） 南武線・小田急小田原線 未整備
12 向ヶ丘遊園駅（東口） 小田急小田原線 整備済
13 向ヶ丘遊園駅（西口） 小田急小田原線 未整備
14 新百合ヶ丘駅（南口） 小田急小田原線 整備済
15 新百合ヶ丘駅（北口） 小田急小田原線 整備済
16 柿生駅 小田急小田原線 未整備
17 はるひ野駅 小田急多摩線 整備済

バス

250千人(13.4％）

徒歩

1,450千人(77.6％)

自転車・原付

134千人(7.2％)

乗用車

22千人(1.2％)

タクシー・ハイヤー

9千人(0.5％)

自動二輪車

3千人(0.2％)

出典：第５回東京都市圏ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査（H２0年度）

川崎市内鉄道利用者
1,868千人

駅前広場の整備状況川崎市内駅利用者の駅との交通手段

（H21年度末現在）

■：整備済み ■：前期期間完成箇所 ■：後期期間完成予定箇所

※広域拠点またはターミナル駅のある地域生活拠点の中心駅から1kmを拠点地区内と設定

246
ROUTE

246
ROUTE

15
ROUTE

15
ROUTE

409
ROUTE

409
ROUTE

湾岸線
横羽線

第三京浜
東名高速

未整備
43% 整備済

57%

未整備
46% 整備済

54%

整備済
68%

未整備
32%

整備済
100%

整備済
70%

未整備
30%

川崎駅周辺地区溝口駅周辺地区

登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区

小杉駅周辺地区

新百合ヶ丘駅周辺地区

〔主な事業：
登戸地区土地区画整理事業〕

〔主な事業：
小杉駅周辺地区再開発等事業〕

1
ROUTE

1
ROUTE

〔主な事業：
川崎駅周辺総合整備推進事業〕

〔主な事業：
溝口駅北口地区再開発事業

（H10年度完成）〕

〔主な事業：
万福寺地区土地区画整理事業

（H19年度完成）〕

拠点地区内※の幹線道路整備率

（H21年度末現在）

未整備

46% 整備済

54%

〔主な事業：

小杉駅周辺地区再開発等事業 〕

整備済

100%

〔主な事業：

川崎駅周辺総合整備事業 〕

整備済
68%

未整備
32%

〔主な事業：

溝口駅北口地区再開発事業

（H10 年度完成）〕

整備済
70%

未整備
30%

〔主な事業：

万福寺土地区画整理事業

（H19年度完成）〕

未整備

43% 整備済

57%

〔主な事業：

登戸土地区画整理事業 〕

成果指標1（2） 再生・活力を目指した交通体系の整備

1-3 拠点開発を支援する幹線道路の整備を推進します

・拠点地区の交通機能強化や魅力ある都市環境の形成を図るためには、幹線道路の効率的な
整備が課題となっています。

・拠点地区周辺に集中する自動車交通の適切な誘導やターミナル駅への利便性の向上などを図
るため、拠点開発を支援する幹線道路の整備を重点的に進めます。

成果指標1-4 駅前広場の整備箇所数※

8広場
/ 全17広場

H26年度目標値H18年度当初値

H19年4月現在

1-4 駅前広場の整備を推進します

・活力と魅力ある都市拠点の形成に向け、交通結節機能の強化が課題となっています。
・駅への利便性の向上を図るとともに、安全・快適で賑わいのある公共空間の形成を図るため、

駅前広場の整備を推進します。

・はるひ野駅と登戸駅北口の2広場が完成し、中間値を達成しました。

※都市計画決定された交通広場

H21年度

成果指標1-3 拠点地区内の幹線道路整備率

H21年度H18年度当初値 H26年度目標値
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小田急電鉄の複々線化や登戸駅南北自
由通路の工事にあわせ、登戸駅北口駅前
広場を整備し、交通結節点の機能強化を
図りました。

登戸駅北口駅前広場(多摩区)

黒川特定土地区画整理事業により駅前広場や広
場へ接続する道路が整備され、駅への利便性が向
上しました。

はるひ野駅駅前広場(麻生区)

新百合ヶ丘駅周辺の
交通機能を強化する高
石工区が完成しました。

また、万福寺土地区
画整理事業と連携する
ことにより、効率的な
道路整備を行いました。

No.44 (主)世田谷町田(高石)

川崎駅 100％
小杉駅 54％
溝口駅 67.8％
登戸駅 57％
新百合ヶ丘駅 70％

川崎駅 100％
小杉駅 79％
溝口駅 79％
登戸駅 73％
新百合ヶ丘駅 96％

10広場

10広場
/ 全17広場

13広場
/ 全17広場

14

実績値 中間値

中
間
値

実
績
値

平成21年度末までの達成状況

平成21年度末までの達成状況
課題・取組みの方向性

課題・取組みの方向性

川崎駅

小杉駅
溝口駅
登戸駅
新百合ヶ丘駅

100％
54％

68.1％
57％
70％

H18年度末現在 H21年度末現在

現状
・市内の都市拠点では、再開発事業や土地区画整理事業など様々なまちづくりを進めています。
・拠点地区周辺の幹線道路については、川崎駅周辺で整備が完了しているものの、小杉駅周辺など

他の拠点地区では未整備区間が多く残っています。

現状
・駅前広場は、鉄道利用者のバスへの乗換えなどのターミナル交通を処理する機能のほか、買物客

や待ち合わせなど人々の交流や都市景観を形成する「環境空間」としての役割を担っています。
・市内の主要ターミナル駅では多くの人が乗降しており、そのうち約２割はバスなどを駅までの交

通手段としていますが、駅前広場の約4割は未整備の状況です。

市内主要ターミナル駅乗車人数

H21年度末現在

100％
63％
72％
63％
80％

整
備
事
例

整
備
事
例

・No.22-1 国道409号（二子）が整備されました。引き続き、拠点関連道路等の整備を進めてまいります。

出典：川崎市統計書平成21年版

駅名 路線
平均乗車人数
（人／日）

川崎　 JR・京急 245,033

武蔵小杉 JR・東急 192,307

溝の口 JR・東急 159,904

登戸 JR・小田急 145,994

新百合ヶ丘 小田急 54,169

円滑な自動車交通
や快適な歩行者空間
の整備により、溝口
駅周辺地区の交通機
能の強化を図りまし
た。

No.22-1 国道409号(二子)
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成果指標2（1） 安全・安心・快適な交通環境の整備

2-1 死傷事故率の低減を図ります

・幹線道路における事故多発箇所の安全対策が課題となっています。
・幹線道路の改築による歩道の整備や、生活道路への通過交通の流入抑制を進め、市民が安全

で快適に移動できる交通環境の形成を図ります。

成果指標2-2 無電柱化延長

2-2 道路の無電柱化を推進します

・「川崎市無電柱化整備基本方針」に基づき道路の無電柱化を効率的に実施し、安全で快適な
歩行空間の確保を図ります。

・武蔵小杉駅周辺などで整備が完了し、無電柱化延長は約2km延びました。成果指標2-1 死傷事故率※

・死傷事故が約3割減少し、中間値を達成しました。引き続き、死傷事故の減少に努めてまいります。

16 17

電線共同溝の整備により、路上の電柱や上空の電線類が撤去され、安全で快適な通行空間の確保や、美しい
街並みが形成されるとともに、災害時の電柱倒壊等の危険性がなくなりました。

市道宮崎25号線（宮前区）
※道路整備プログラム対象外路線

※1万台の車が1万km走行した場合（1億台キロあたり）の死傷事故の件数
200件/億台キロ：年間1万km運転する人が、50年間運転して1件の交通事故に遭遇する確率

平成21年度末までの達成状況

平成21年度末までの達成状況

課題・取組みの方向性
課題・取組みの方向性

・道路交通に関わる死傷事故は減少傾向にあるものの、市内では年間約5,000件を超える死傷事故
が発生しています。

・歩道が無いなど未整備の道路は、整備済の道路に比べ、死傷事故率が約1.4倍と高くなって
います。

※川崎市内都市計画道路における集計結果（H16年）

未整備区間と完成・概成区間の死傷事故率の比較

現状

電力

通信

（光ファイバーなど）

60～
80cm

電線共同溝

・道路の無電柱化は、安全で快適な通行空間の確保を図るほか、都市災害の防止、都市景観の
向上、情報通信ネットワークの信頼性確保など、様々な効果があります。

・川崎市では、これまでも電線共同溝の整備などにより無電柱化を進めてきましたが、現在まで
４2kmの整備にとどまっています。

・平成23年3月に重点整備エリアなどを定めた「川崎市無電柱化整備基本方針」を策定しました。

無電柱化整備イメージ

現状

H26年度目標値H18年度当初値

（H18年度末現在）

※カッコ内の数値は、これまでの無電柱化の計画延長に対する無電柱化延長の割合

H21年度

40km

（74％）

53km

（94％）45km（81％）

42km（78％）
中
間
値

実
績
値

H21年度末現在

整
備
事
例

整
備
事
例

整備前 整備後 整備後の歩道
整備前 整備後

交通死傷事故件数の推移

出典：H20年度川崎市交通安全実施計画
交通統計 （財）交通事故総合分析センター

H21年度H18年度当初値 H26年度目標値

208
件/億台キロ

H16年事故件数とH17年度道路
交通センサス交通量により算出

206件/億台キロ

200
件/億台キロ中

間
値

実
績
値
136件/億台キロ

H21年度末現在

出典：川崎市資料

川崎市内無電柱化延長の推移
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No.35 (都)向ヶ丘遊園駅菅生線(東生田)

車のすれ違いが困難で、
且つ歩行者が危険であっ
た狭あい道路を拡幅整備
し、安全で快適な歩行空
間を確保しました。

川
崎
市
の
死
傷
事
故
件
数
（
件
）

全
国
の
死
傷
事
故
件
数
（
件
）



湾岸線
横羽線

第三京浜
東名高速

1
ROUTE

1
ROUTE

15
ROUTE

15
ROUTE

246
ROUTE

246
ROUTE

409
ROUTE

409
ROUTE

湾岸線
横羽線

第三京浜
東名高速

1
ROUTE

1
ROUTE

15
ROUTE

15
ROUTE

246
ROUTE

246
ROUTE

409
ROUTE

409
ROUTE

湾岸線
横羽線

第三京浜
東名高速

1
ROUTE

1
ROUTE

15
ROUTE

15
ROUTE

246
ROUTE

246
ROUTE

409
ROUTE

409
ROUTE

湾岸線
横羽線

第三京浜
東名高速

1
ROUTE

1
ROUTE

15
ROUTE

15
ROUTE

246
ROUTE

246
ROUTE

409
ROUTE

409
ROUTE

凡 例

第一次緊急輸送路（市管理）整備済区間

第一次緊急輸送路（市管理）未整備区間

第一次緊急輸送路（市管理外）

第二次緊急輸送路（市管理）整備済区間

第二次緊急輸送路（市管理）未整備区間

基幹的広域防災拠点

広域避難地

救命救急センター

防災センター

凡 例

第一次緊急輸送路（市管理）整備済区間

第一次緊急輸送路（市管理）未整備区間

第一次緊急輸送路（市管理外）

第二次緊急輸送路（市管理）整備済区間

第二次緊急輸送路（市管理）未整備区間

基幹的広域防災拠点

広域避難地

救命救急センター

防災センター

成果指標2（2） 安全・安心・快適な交通環境の整備

2-3 緊急輸送路の整備を推進します

・隣接都市とのネットワークを形成する緊急輸送路や救助活動において優先度の高い救命救急
センター周辺の緊急輸送路の整備が必要です。

・震災時の迅速な救難・救助活動や円滑な援助物資の運搬など応急活動が行えるよう、緊急輸
送路の整備を推進します。

成果指標2-4 耐震対策済み橋りょう数

H26年度目標値H19年度当初値

H19年度末現在

2-4 橋りょうの耐震対策を推進します

・震災時に、迅速に交通機能を回復し、円滑な応急活動を行うためには、橋りょうの倒壊や落
橋を防止する耐震対策が必要です。

・緊急輸送路に架かる橋りょうや、落橋により二次災害の恐れのある跨線橋など、優先度の高
い橋りょうから耐震対策を推進します。

・柿生陸橋などの23橋で、震災時の橋りょうの倒壊や落橋を防止する耐震対策を実施しました。また、

・南武橋などの4橋については、耐震診断の結果、対策が不要であることが判明し、概ね中間値を達

・成しました。引き続き、対策を実施してまいります。

H21年度

成果指標2-3 緊急輸送路の整備率※

H21年度H18年度当初値 H26年度目標値

18 19

※緊急輸送路に指定された都市計画道路の計画延長（202km）に対する整備済延長の割合

79％

（159.5km） 82％(166.0km)

46橋

（37％）
124橋

（100％）75橋（60％）

H18年度末現在 H21年度末現在

平成19・20・21年度完成区間

地震による橋脚の倒壊や落橋を防止するため、橋
脚に鋼板を巻き立てや、落橋防止システムを設置し、
耐震性が向上しました。

巌島橋(川崎区) 平成20・21年度の実施橋りょう

73橋（59％）
中
間
値

実
績
値81％(163.0km)

中
間
値

実
績
値

平成21年度末までの達成状況

平成21年度末までの達成状況

課題・取組みの方向性

課題・取組みの方向性

H21年度末現在

・緊急輸送路は、震災時における救難・救助活動や物資の輸送など、広範な応急対策活動を実施す
るために、重要な道路です。

・市内の緊急輸送路は、約８割が整備されているものの、市北部や救命救急センター付近などで、
未整備となっています。

緊急輸送路の整備状況

（H21年度末現在）

現状 現状

川崎市周辺において想定される被害が最大の地震※

出典：川崎市地震被害想定調書報告書 川崎市 H9年3月

橋りょうの耐震対策状況

・川崎市域では、首都圏直下型地震など大規模な地震が想定されています。
・市内の橋りょうについては、阪神・淡路大震災以降、順次耐震補強を進めてきましたが、対策が

必要な橋りょうのうち、平成21年度末時点で約4割が未実施となっています。

5強 ～ 6弱

30km

7.0

フィリピン海

プレート上面

震 度

深 さ

マグニチュード
プレート間地震

場 所

※地震被害想定調書で想定された被害が最大の地震

出典：川崎市資料 （H21年度末現在）

124橋51橋73橋合 計

40橋19橋21橋その他橋りょう

42橋5橋37橋跨道橋・跨線橋

42橋27橋15橋
緊急輸送路上の橋りょう
（跨道橋・跨線橋を除く）

計未対策対策済

市道菅20号線下島橋多摩

市道菅稲田堤1号線上布田一之橋多摩

市道東生田11号線追分橋多摩

市道宿河原233号線宿河原南橋多摩

市道宿河原63号線宿河原北橋多摩

主要地方道川崎府中稲生跨線橋多摩

市道明津2号線橘橋高津

市道小杉菅線鷹匠橋高津

市道小杉菅線中之橋高津

市道久地68号線久地１号橋高津

県道子母口綱島鷹の巣橋高津

主要地方道幸多摩東久地橋高津

主要地方道川崎府中新平瀬橋高津

市道井田20号線昭和橋中原

市道矢上1号線矢上橋幸

市道旭町13号線和合橋川崎

市道田町18号線巌島橋川崎

路線名橋梁名区

市道鹿島田菅線宿河原跨線橋多摩

主要地方道東京丸子横浜新矢上橋中原

主要地方道東京丸子横浜上丸子橋中原

国道409号南武橋幸

市道白鳥１号線栗平橋麻生

市道岡上67号線新川井田橋麻生

市道上麻生258号線仲野橋麻生

市道上麻生66号線山口富士見歩道橋麻生

区画街路9号線万福寺大橋麻生

主要地方道横浜上麻生柿生陸橋麻生

路線名橋梁名区

：対策不要橋りょう

整
備
事
例

整
備
事
例

86％

（174.0km）

整備前 整備後

※久末鷺沼線はH19年度完成区間（プログラム対象外）

149国道409号高津

3,536計

125(都)久末鷺沼線宮前

340(都)菅早野線麻生

1,364(県)上麻生連光寺麻生

142(都)中野島生田線多摩

114(都)鹿島田菅線多摩

145(主)横浜生田宮前、多摩

724(都)向ヶ丘遊園駅菅生線宮前、多摩

283(都)小杉菅線中原、高津

150(都)川崎駅扇町線川崎

整備延長(m)路線名区名

・国道409号など約4kmの緊急輸送路が整備され、概ね中間値を達成しました。

No.30 (都)鹿島田菅線(多摩)

登戸・向ヶ丘遊
園駅周辺の道路交
通を円滑にすると
ともに、震災時の
延焼の遮断や応急
活動に重要な役割
を果たす緊急輸送
路が整備され、地
域の防災機能が向
上しました。



・緑は、市民生活に潤いや安らぎをもたらし、都市環境の保全や地球環境の改善に寄与しますが、
市域では、宅地化が進む一方、樹林地や農地が減少しており、相対的には緑は減少傾向にありま
す。

・都市の中で街路樹は、潤いのある景観を創出するとともに、災害時の延焼遮断効果、CO2の吸収
による環境負荷軽減など重要な役割を担っています。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

一般国道

[565.1千戸]

一般国道

[565.1千戸]

都道府県道

[1 ,063.9千戸]

都道府県道

[1 ,063.9千戸][1 ,063.9千戸]

4車線以上の
市区町村道

[363.8千戸]

4車線以上の
市区町村道

[363.8千戸][363.8千戸]

昼夜とも基準値以下 昼のみ基準値以下 夜のみ基準値以下 昼夜とも基準値超過

424.3
(75.1)

902.5
(84.8)

319.9
(87.9)

62.1
(11.0)

72.3
(12.8)

6.4
(1.1)

76.3
(7.2)

74.5
(7.0)

10.5
(1.0)

20.9
(5.7)

3.4
(0.9)

19.6
(5.4)

騒音の環境基準の達成状況※

出典：平成20年度自動車交通騒音の状況

単位 上段 住居等戸数（千戸）
下段 （比率（%））

[ ]内は、評価対象住居等戸数

成果指標3 環境に配慮した交通施策の推進

3-1 低騒音舗装の整備を推進します

・騒音対策としては、自動車構造対策のほか、交通流対策、道路構造対策などの沿道環境対策
を総合的に進めることが課題となっています。

・騒音対策が必要な幹線道路については、道路ネットワーク強化による交通の分散化を進める
とともに、低騒音舗装を積極的に導入し、沿道の生活環境に配慮した道路整備を進めます。

成果指標3-2 道路緑化延長

H26年度目標値H18年度当初値

H17年度道路交通センサス値

3-2 道路緑化を推進します

・市域の緑を保全・創出するためには、緑地や農地の保全、公園緑地の整備などのほか、道
路など公共施設の緑化を総合的に進める必要があります。

・良好な都市環境を形成するため、幹線道路の整備にあわせながら街路樹の拡充に努めると
ともに、道路と緑が連携した新たな道路緑化の手法について、検討してまいります。

H21年度

成果指標3-1 低騒音舗装の整備延長

H21年度H18年度当初値

・幸多摩線や尻手黒川線などで低騒音舗装を実施することにより整備延長は約20km延び、概ね中間値

・を達しました。

H26年度目標値

20 21

歩道への植樹により、う
るおいのある景観をもたら
し、緑のネットワークの形
成に寄与しました。環境負
荷を軽減する上で、重要な
働きが期待されます。

(都)川崎駅東扇島線(市役所通り) 
※道路整備プログラム対象外路線

※カッコ内の数値は、市が管理する幹線道路延長（269km）に対する低騒音舗装整備済延長の割合

平成20年度に低騒音舗装を施工し、施工前と施工後の測定
値を比較したところ、昼で5.0dB、夜で5.5dB低減しました。
これにより自動車騒音の要請限度を下回り、沿道の生活環境
が改善されました。

市道尻手黒川線(宮前区上野川交差点付近)

H18年度末現在

No.10 (都)小杉菅線(中原)

65km

（24％）

122km

（46％）86km（32％）

0

【通常舗装】 【低騒音舗装】

タイヤ溝と舗装面の間に挟
まれた空気により、空気圧
縮騒音、膨張音が発生。

舗装の隙間に空気の逃げ
道を設けることで、空気
圧縮騒音、膨張音の発生
を抑制。

通常舗装と低騒音舗装の違い

66km

（46％）
78km

（54％）

※カッコ内の数値は、道路交通センサス対象路線延長（143km）に対する緑化延長の割合

85km（32％）
中
間
値

実
績
値

中
間
値

実
績
値

平成21年度末までの達成状況

課題・取組みの方向性

平成21年度末までの達成状況

課題・取組みの方向性

71km（49％）

70km（49％）

現状
・一般的には幹線道路の沿道では、約２割が騒音の環境基準を超えています。
・騒音対策の一つとして、幹線道路では低騒音舗装の導入を進めてきましたが、川崎市の整備実績

としては、延長8５kmにとどまっています。

道路騒音対策の例

出典： 交通工学ハンドブック (社)交通工学研究会より作成

低騒音舗装など道路構造の改良

道路ネットワーク強化による交通の分散

自動車そのものから発生する騒音を低減

道路構造対策

交通流対策

自動車構造対策

出典：川崎市緑の基本計画（平成20年3月策定）

土地利用の推移 緑の状況

出典：川崎市統計書
※「樹木の集団」は、300㎡以上のまとまりのある樹林地（緑化地を含む）を示す。

現状

H21年度末現在

整
備
事
例

整
備
事
例

64.9dB68.8dBH21(施工後)

70.4dB73.8dBH20(施工前)

測定値(夜)測定値(昼)測定年度

H21年度末現在

・幹線道路の整備とあわせて植樹帯などを設置し、概ね中間値を達成しました。

6600

6700

6800

6900

7000

7100

7200
(ha)

6,810ha

7,166ha

宅地 356ha

増加（＋5％）
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H9年 H11年 H13年 H15年 H17年 H19年 H21年

792ha

617ha

538ha

340ha

山林原野 198ha

減少（▲37％）

田畑 176ha

減少（▲22％）




